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千葉県高等学校教育研究会福祉教育部会

千葉県高等学校教育研究会福祉教育部会長 佐久間敦子
（千葉県立松戸向陽高等学校長）

千 葉県 赤十 字会 館の 1階 ロ ビ ー に 「人 間

を救うのは人間だ」という表示があります。

またＪＲＣ（青少年赤十字）の活動は「気

づき，考え，行動する」ことを行動指針に

しています。本校の生徒たちも所属し，ま

た若手の教職員も教師としての資質向上の
ため，研修に参加しています。

使 命：「 わ たし た ちは ， 苦し んで いる 人

を救いたいという思いを結集し，

いかなる状況下でも，人間のい

のちと健康，尊厳を守ります。」

決 意：「 わたし たち は ，赤十 字運動 の担

い手として，人道の実現のため

に，利己心と闘い，無関心に陥

ることなく，人の痛みや苦しみ
に目を向け，常に想像力をもっ

て行動します。」

福祉教育とＪＲＣの活動は重なる部分が

多く，その理念はまさしく，福祉教育の目

指すものです。下線部を「福祉」や「介護」

に替えて読んでみても，そのまま通ずる理

念です。こうした理念が福祉教育を支える

根本になければなりません。人々がよりよ
く生きるために，何ができるか。そのこと

が福祉教育の求めるものだと思います。高

齢者や障害者の介護の分野にとどまらず，

医療・看護・保育や教育等の領域までを包

含した幅も奥行きもある教育です。

福祉教育関係校が公立・私立の別なく情

報を共有し，教育力の向上と地域福祉の担

い手の育成を目指すことが本部会の主たる

目標です。人間を救うのは人間です。私た
ちはこの「人間」を育てています。

福祉教育の充実に向けて
教育振興部指導課 指導主事 大塚 真理子

県教育委員会では，平成２４年３月に「県

立 学 校改 革 推 進 プラ ン」 を 策定 し ，「 道徳

教育の推進」と「キャリア教育・職業教育

の推進」を重要事項として掲げ，この２点

に留意しながら計画を進めています。職業

系専門学科・コースでは，農業科，工業科，

福祉科に来年度から拠点校を設置し，職業

教育の充実を図ることとしています。松戸
向陽高等学校でも，福祉教育拠点校に向け

て，関係者の御尽力により準備が進められ

ていることに改めて感謝申し上げます。

日本の急激な少子高齢化は，介護・福祉

ニーズの多様化と高度化をもたらし，これ

らの変化に対応できる福祉の人材確保が急

務の課題となっています。介護福祉士を養

成する専門学科のみならず，総合学科の福

祉系列や普通科の福祉コースへの期待も大

きくなっています。また，キャリア教育・
職業教育の観点からは，専門科目の学びを

通して，職業人としての基本的資質を育み，

人間性豊かで社会に貢献・活躍できる人材

の育成が期待されています。昨年１１月に

松戸向陽高等学校・福祉教養科３年生の介

護実習報告会に参観したところ，どの発表

も福祉の専門科目の学びを生かし，対象者

を的確に捉え，自ら設定した課題に真摯に

向き合った様子が伝わってきました。発表
技術も巧みで，下級生の学習意欲もさらに

高まったことと思います。福祉教育を通じ

て，立派に成長した生徒達がいました。

県では毎年，小・中・高を合わせて２５

校程度を福祉教育推進校に指定し，次世代

を担う児童・生徒の思いやりの心を育て，

助け合いと連携の意識を育んでいます。

今後は，拠点校を中心に関係高校や関係

機関との連携がさらに深まり，職業教育の

視点を重視した県全体の福祉教育の充実・
発展につながることを祈念します。



高校で福祉を学ぼう
このリーフレットは，千葉県福祉・介護

人材確保対策事業のひとつとして福祉教育

部会が提案・申請し，予算措置されて出来

上がったものです。昨年４月から，福祉教

育部会事務局である県立松戸向陽高校福祉

科若手教員が中心となって，作成に取り組

んできました。
まずは，リーフレットの内容を単なる県

内福祉関連高校の学校案内ではなく，千葉

県の高校福祉教育がどのように行われ，そ

こで学んだ生徒がどのような進路を実現し

ていくかを中学生にも分かりやすく，興味

・関心を持って見てもらえるにはどうした

ら 良 い か を コ ン セ プ

ト に ， そ れ を 具 現 化

す る た め の 案 を い ろ

い ろ と 考 え ま し た 。
そ こ で 考 え 出 さ れ た

の が ， 今 流 行 の 「 ゆ

る キ ャ ラ 」 で ， 中 学

生 を 高 校 福 祉 の 現 場

に 案 内 す る と い う 設

定 で ，” ふ く ぽ ん ”

が 登 場 し ， 福 祉 教 育

部 会 の マ ス コ ッ ト キ

ャ ラ ク タ ー と し て 承

認 ・ 認 定 （ ？ ） さ れ

ま し た 。 こ の ” ふ く

ぽ ん ” が 女 子 中 学 生

３ 人 に ， 県 内 の 福 祉

関 連 高 校 を 案 内 し ，

福 祉 の 授 業 内 容 や 取

得できる資格，施設での介護実習やボラン
ティア，在校生や卒業生の話を聞くなど，

多くのことを学んでいきます。

このリーフレットは，昨年８月の発行以

降，福祉関連高校以外に県内のすべての中

学校や県社会福祉協議会を通じて，地区社

会福祉協議会へ，また県内の福祉関連施設

協会や職能団体等にも配付させていただき

ました。県内にとどまらず，全国福祉高等

学校長会主催の福祉全国大会や日本社会福

祉教育学校連盟の主催による高大連携の福
祉教育研修会等，全国規模のイベントでも

配付され，たいへん好評を博しています。

このリーフレットが，人と人をつなぎ，

県内だけでなく全国の中学生が福祉に興味

・関心を持ち，１人でも多くの中学生が将

来，福祉の道に進んでくれることを願って

やみません。また，高校福祉教育のＰＲの

方策のひとつとして，各県の高校福祉教育

関係者の参考になれば幸いです。

★福祉教育部会研修会★
「高校における職業専門教育の意義と課題

～福祉教育を中心に～」
東京大学大学院教育学研究科教授 本田由紀氏

12月 25日 ， 午前中の福祉教育推進実務

者担当委員会に続き，福祉教育部会研修会

が行われました。情報交換では，先日，実

施要項の発表があった「介護職員初任者研

修」の話題が中心となりました。事前アン

ケートによる県への質問内容について，新

たな疑問，質問など，多くの意見が出され

ました。質問事項については，事務局から，
まとめて県へ質問し，回答があり次第，各

校へ連絡していきます。

講 演会 で は ，「 高校に お ける 職業 専門 教

育の意義と課題～福祉教育を中心に～」と

題して東京大学大学院教育学研究科 教授

本田由紀先生の講演がありました。内容は

以 下 のと お り で す 。「 日本 は高 度経 済期 に

形成された『戦後日本型循環モデル』の中

で教育・仕事・家族がうまく結びついてい

たが，バブル崩壊後，循環も破綻してきて
い る 。新 た な 循 環モ デル と して ，『柔軟 な

専門性』の方向性が形成される必要がある」

としている。

特 に 専 門 高 校 で 学 ん だ 生 徒 は 実 習 な ど

で，実際の現場を体験することにより普通

科生徒より，社会への意識が高く，積極的

に進路選択をおこなっている。普通高校の

福祉コースであっても，実習やボランティ

アを通じて ,ほめられ体験が増えることで，
自信を獲得し，学習への動機づけになり，

進 路 選 択 に お い

て も 社 会 と の ギ

ャ ッ プ の 差 が 小

さいなどがある。

今 後 ， 教 育 と 仕

事 の 新 た な 関 係

の 構 築 の 意 義 が

求められている。



福祉教育拠点校準備会議
平 成 ２ ４ 年 ３ 月 に 千 葉 県 教 育 委 員 会 の

「県立学校改革推進プラン 第１次実施プ
ログラム」により，福祉教育の充実の一環

が示され，平成２５年度に千葉県立松戸向

陽高等学校が福祉教育の拠点校となること

が決まりました。それに伴い，拠点校及び

福祉コース，福祉系列設置校の役割分担や

ネットワークづくり，行政や地域，大学等

と連携構築についての検討を目的とし，福

祉教育拠点校準備会議が県立松戸向陽高等

学校を事務局として設置されました。

委員として，千高教研福祉教育部会加盟
校校長をはじめ，大学，専門学校，千葉県

社会福祉協議会，介護老人福祉施設，行政

等の関係者１４名が委嘱されました。

年に３回開催が予定され，県立松戸向陽

高等学校を会場に開催されます。

★第１回（平成２４年６月１１日）

福祉教育拠点校準備会議設置要綱が提案

・承認され，県立松戸向陽高等学校の佐久

間敦子校長が委員長に，県立船橋豊富高等
学校の白波瀬正人校長が副委員長に指名さ

れました。そして，改革推進課の大森英一

主幹兼室長，鈴木栄次副主幹から県立学校
改 革 プ ラ ン に つ い て の 説 明 を い た だ い た

後，千葉県高等学校福祉教育の現状の報告，

学校間，他機関との連携についての検討が

なされました。また，千高教研福祉教育部

会に小委員会（福祉教育推進実務担当者委

員会）を設置することが決まりました。

★第２回（平成２４年１１月１日）

県内公立高等学校に対して実施した福祉

教育への取組の現状についてのアンケート

報告の後，学校間，他機関との連携につい
て更に具体的な議論がなされました。

★第３回（平成２５年１月２５日）

第１回～第２回の会議及び福祉教育推進

実務担当者委員会で検討された結果をもと

に，連携を推進する組織の設置，や連携に

ついての具体的方策が示される予定です。

千高教研福祉教育部会は今後も，福祉教

育の連携を推進する組織としての役割を果

たしていきます。

新たな研修制度 平成 25年４月 より開始
介護職員初任者研修

平 成 25年 4月 よ り ， 現 行 の 「 訪 問 介 護
員養成研修」は「介護職員初任者研修」に

変更されます。

この変更理由には，今後の高齢化の進展

や世帯構造の変化に伴い，介護の必要な方

の増加があり，それに対応するため，質の

高い介護を行う人材を多く増やそうと，社

会の中で様々なことが検討されてきたこと

が背景にあります。

その中で「介護の資格のキャリアパス」

と い う考 え 方 が 出て きま し た 。「 介護職 員
初任者研修終了者 → 介護福祉士 →

認定介護福祉士」というように，介護の資

格を簡素でわかりやすいものとし，介護の

世界で生涯働き続けるという展望を持てる

ようにしました。この考えのもと，介護職

員初任者研修は介護資格の入口として位置

づけられます。

具体的な変更内容の１つ目に「カリキュ

ラムの見直し」があります。科目ごとに到
達 目標 （ ね ら い ），修了 時の 評価 の ポイ ン

ト留意点，展開などが記載されました。こ

れにより，各講義や演習の質が，講師の考

え方等によってばらつかないようになりま

す。

２つ 目 に ，「 研修 修了 時に 研修 の 評価 を

実施すること」です。

これにより，研修修了

者が一定水準の知識・

技術を身に付け，介護
現場で働くことができ

ます。

この変更点を踏まえ，

各研修事業者は，質の

高い介護職員を生むた

めに研修計画を考え実

施していくことが大切

だと考えます。



加盟校の取組① 千葉県立松戸向陽高等学校

今年度は，来年度から実施される福祉教育拠点校化を視野におき，学校を多くの方に

見ていただこうという計画のもと，授業や行事を計画・実施しました。

発 行：千葉県高等学校教育研究会福祉教育部会

事務局：千葉県立松戸向陽高等学校

〒270-2223 松戸市秋山６８２

ＴＥＬ 047-391-4361 ＦＡＸ 047-391-8129

①３年生介護実習報告会
（１１月３０日）

６月，１０月の合計３０日に
わ たる 介護 過 程の 展開 に つい
て，６名の代表が事例報告をし
ました。今年度より公開とし，
地域の方々や実習施設の指導者
様等，たくさんの方がおいでく
ださいました。
また，福祉教育部会の研修会

の一環として加盟校の先生方に
も参加していただきました。

②美容福祉体験授業 （１２月１１日）
山野美容専門学校の講師の先生をお招きし，２年

生を対象に，美容福祉の体験授業をしていただきま
した。
頭髪を吸い込みながら散髪し，切った髪が飛散す

ることなくベッド上で散髪できる「すいコーム」や
ベッドの上で快適に疲労感なく洗髪ができる「ハッ
ピーシャンプー」の演示，体験をしました。
普段，目にしたことのない器具を使っての授業に，

生徒は好奇心一杯で積極的に参加していました。
大学・専門学校との連携の第一歩として計画，実

施しました。山野美容専門学校の先生方のご協力を
いただき実現しました。
福祉教育部会の先生方にも見学していただき，生

徒，教員ともに充実した時間を過ごすことができま
した。

③２年生介護実習報告会（１月１８日）
２年生が，１１月に行われた１５日間の

実習の成果を報告しました。
「利用者さんの状況にあった介護技術と

は」をコンセプトに，実習施設毎に全員が
発表しました。
パワーポイントや実際の物品を使い，い

かに見せるか工夫を凝らした発表でした。
今回も，実習施設の指導者様，福祉教育

部会の先生方においでいただき，実習の成
果を見ていただきました。

④３年生卒業記念授業≪予定≫
（２月２６日）

福祉のカリキュラムをすべて終え，
卒業を待つ３年生に，卒業の餞とす
べく，卒業記念授業を実施します。
今回は，聖徳大学に講師の派遣を

お願いし，松戸地区での福祉の大学
と福祉の高校の連携の，最初の試み
として実施します。

↑介護実習報告会

美容福祉体験授業→

福祉教育部会
マスコットキャラクター

ふくぽん


